
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

この鏡は首里城跡城郭南側下地区の発掘調査により出土したも

のです。その輪郭から八稜鏡と呼ばれ、8世紀に中国・唐で考案

され、９世紀から１１世紀にかけて日本本土で盛行しました。

　鏡の裏面には瑞花唐草文が描かれています。日本本土では、神

社の御神体として祀られていますが、沖縄では当資料以外には確

認されていないため、その用途については不明です。残念ながら

鈕部（中心の紐を通すつまみ）を含む半部が欠損していますが、

類例資料から鳳凰が描かれていたと考えられます。よく見ると、

鳳凰の尾が確認できます。
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